























萩ﾇ 58／1月 2 3 58／4 5 6 7 8 9
教　育　学　部 11 0 7 0 0 1 6 6 0
理　　学　　部 一 一 一 14 0 0 5 0 1
工　　学　　部 一 一 一 0 0 1 5 5 0
教　　養　　部 一 一 一 0 0 1 0 1 0








































58／1月 2 3 58　4 5 6 7 8 9
文・法・経 0 1 1 0 0 1 0 0 1※
教　育　学　部 1 0 0 0 0 1 0 0 0
理　　学　　部 『 一 一 0 1
? 1 0 0
工　　学　　部 一 一 一 1 1 0 2 1 0
教　　養　　部 一 『 一 2 1 1 0 0 0
学　　生　　部 一 一 一 0 4 5 1 0 3
?



















57　年　度 58　　年　　　度　　トラブル@　　回数c地 58／1月 2 3 58／4 5 6 7　　　　8 9
北　　団　　地 io 4 6 1 9 3 6 8 7
南　　団　　地 一 一 一 0 0 0 1 0 1
計 10 4 6 1 9 3 7 8 8
（単位　回）
（3｝写真廃液の取扱い
　　写真廃液については全学公害防止対策委員会により環境管理センターの準備が整うまで貯留す
　るよう指示がなされていた。ところが，56年度から実施されている津島地区排水基幹整備に伴な
　い，COD汚染源となりうる写真廃液にも結着をつけねばならない状勢になってきた（写真廃
　液は現像液と定着液に大別されるが，いずれもCOD値が数万ppmある）。そこで，57年度に
　おいて写真廃液貯留タンクとして現像液用と定着液用各1，200eを設置することとなった。（p．68
　参照）。これにより，受入体制について若干のう余曲折があったものの白黒写真廃液については
　受入れ可能な状態となり，今年7月に初めて受入れが実現した。
　　こうして写真廃液によるCOD汚染についても万全の体制が整い，津島地区の水質監視網も3
　年計画の完成年度に入いった。現在，事務局及び薬・農学部ブロックでその工事が年度末竣工を
　目指して進行中である。
　環境管理センターとしては各部局に依頼して新しく水質管理員制度を発足させた（P．55参照）
これにより，センターからもろもろの情報を当該部局にまずフィードバックし，問題解決を計り
ながら，試行錯誤もあろうが本学独自の水質環境管理システムを確立していきたいと考えている。
　また、学生達に排出者責任を中心とした環境科学教育を行う活動も徐々にではあるが実績があ
　　　　　　　　一　　　一　　e　　　e　　一
がりつつある。
　幸いにして，総量規制に対するCOD汚濁負荷量計測や水質汚濁防止法に係る放流水分析では
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これまで異常を認めていないので，これからもこの状態を維持するだけではなく，さらに質の向
上に努めていきたいと思う。
　今後とも水質管理員・技術指導員をはじめ利用者各位のご協力を切にお願いし，この稿を終え
たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊永隆史）
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